
地球の大気圏にはさまざまな境界面が存在してい

る. 例えば, 大気と海洋との境界面, 境界層と自由大

気との境界面, 対流圏と成層圏との境界面である圏界

面, あるいは, 中性大気と電離大気との境界面などで

ある. 大気は, これらの境界面を通して運動量・熱・

エネルギーや物質を輸送・混合することにより, 上下

方向に緊密に結合している. このような上下方向の相

互作用は, 近年, 高解像度の観測データが取得できる

ことになったことや, 各種の結合モデルが開発された

ことにより, その詳細が明らかになりつつある.

そこで今回のシンポジウムでは, 大気圏のさまざ

まな境界面での相互作用」をテーマとして, 境界面で

の相互作用という観点で, 大気圏を俯瞰してみること

を試みたいと考えた. このため, 北海道大学大学院地

球環境科学研究院の谷本陽一氏には「中緯度西岸域に

おける大気海洋相互作用」を, 東京大学大気海洋研究

所の新野 宏氏には「境界層と自由大気の相互作

用」, 気象研究所の黒田友二氏には「成層圏－対流圏

力学結合」, 北海道大学大学院地球環境科学研究院の

長谷部文雄氏には「熱帯対流圏界面を通した物質交

換」, 九州大学大学院理学研究院の宮原三郎氏には

「大気圏電離圏カップリング―電離圏電流変動と中性

大気変動を中心として―」についてそれぞれ講演して

いただいた.

総合討論では, 各講演者から今後の研究の方向性に

ついて意義深いコメントをいただいた. この討論と質

疑応答の内容をまとめたものを講演要旨の後に掲載し

た. 最後に, 講演を引き受けていただいた講師の

方々, シンポジウムに参加していただいた方々, そし

てシンポジウムの準備と運営に尽力いただいた日本気

象学会関西支部の皆様と学生諸氏に, この場を借りて

厚く御礼申し上げたい.
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. Youichi TANIMOTO:Ocean-Atmosphere Interaction in the Western Boundary Current
 

Region.

. Hiroshi NIINO:Interactions between Boundary Layers and the Free Atmosphere.

. Yuhji KURODA:Stratosphere-Troposphere Dynamical Coupling.

. Fumio HASEBE:Transport Processes across the Tropical Tropopause.

. Saburo MIYAHARA:Coupling between the Neutral Atmosphere and the Ionosphere

―With a Central Focus on Variations of Ionospheric Currents and Neutral Atmospheric
 

Winds―.
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